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保護者の皆様

聖マリア女学院中学校・高等学校

校長 玉 腰 久 美 子

新型インフルエンザに関する対応について（その３）

拝啓 夏休みが終わり、さわやかな季節となりました。保護者の皆様方におかれまし

ては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。日頃は本校の教育活動にご理解とご協力

を賜り、心より感謝申し上げます。

さて、収まるかにみえた新型インフルエンザですが、全国的にも多数の新型インフル

エンザ患者が確認されていますし、学校においても集団感染がおきています。本校とし

ましても引き続き、新型インフルエンザに対する予防、生徒の健康状態の把握に努めて

いきたいと思っています。

また、日本学校保健会・国立感染症研究所感染症情報センターによりリアルタイム感

染症サーベイランスシステムが整備され、各学校の生徒の欠席状況を細かく把握し報告

することになりました。各ご家庭におかれましても、下記の点についてご留意して、ご

協力下さいますようお願い申し上げます。

記

１．お子様の健康状態の把握に努めて下さい。３８度以上の熱があり、同時に鼻汁･鼻閉

・のどが痛い等の症状（＝インフルエンザ様症状）があるときは、登校させないで、

病院に行き医師の診察を受けて下さい。

その様な状態ではないが、熱っぽかったり心配されるような風であればマスクを着

用させるなど感染予防に努めて下さい。

２．こまめに手洗い・うがいをさせて下さい。

３．咳やくしゃみが出るときは、口元を手やハンカチで押さえ（＝咳・くしゃみエチケ

ット）、他人に飛沫が飛ばないよう注意させて下さい。

４．今までも、お子様の欠席の折は連絡して頂いておりますが、欠席の理由も以下の様

な項目のどれに当たるのかも、ご面倒ですがお知らせ下さいますようお願い致します。

リアルタイム感染症サーベイランスシステムで報告する項目がその様になっています

のでお願いいたします。

・発熱 ・頭痛 ・急性呼吸器症状（ｱ鼻汁もしくは鼻閉 ｲ咽頭痛 ｳ咳がでる）

・下痢、腹痛 ・嘔吐 ・発疹 ・インフルエンザ様症状（３８度以上の発熱

かつ急性呼吸器症状） ・その他


